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満洲語文語における

「取りに（連れに）来るJを意味する動詞について
一－ r満文金瓶権jを資料とし

早 田 輝

0. f取る 連れる）Jと「行くJr来るjについて， 5
らは通常｛りの四つの組合せの言い方が考えられる。

(1）持って〈攻って，連れて）行く

取与に｛連れに）行く

持って（取って，連れて）来る

取ちに（連れに）来る

今「持つJ「改るJr連れるjの違いは強いものとすれば，溝掛l
，｛りに対正、して（2）のようになると怠われ， f取

りに来るj ［連れに来るJに当る単語が見つから会い。

(2) 

取て〉て

取ちに

く

garna-

一来る

gaJ1” 

gaぬか つ

例えば，羽出亨『議和辞典j京都（1937）では，（3）のようになっている。

(3) Garnarnbi ていく．取っていく〔12.取送：

Ganarnbi 設りに行く〔12.取送：取去〕

G吋irnbi 持って来る．取って来る〔12.取送：；肇来〕

一般に満洲諾では「～しに行くjf～しに来るjは 悼のように動詩語根にそ
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れぞれ引か（－na-,-no-),-ji－を付して作られる（その際，多少の音変化を被る

ことがある）。

(4) tuwa- る

tuwanル に行く

tuwanji- 見に来る

従って嚢の倒「取りに〈連れに）行くJr取りに（連れに）来るJiえそれぞ
れ（5）のようになることが期待される告

(5) gai嶋く取る，持つ，連れる〉十－na”くに行く〉ー→ganル

gai－く取る，持つ，連れる＞ + -ji－くに来る〉一一....gaji崎

gana峨は期待どおち［取りに行くj等を意味するが， gaji『は（3）に克るように，

少なくとも羽田の『溝和辞典jには，（5）から期待される「取りに来るj

連は無く，「取って来るj等と記述されているだけである。瀧露， i詩鶏，満英

では g吋i”は，どう記述されているのであろうかoZaxarov 

構， Normanの溝英の斜i町の記述を（6）に挙げる口

(6) 

Zaxarov, Ivan (1875) Polnyj Man’zursko欄TUSS主iiSlovar'. 

Sanktpeterburg. 

gajトmbi;ha, re, be, de; ot gaimbi; prinosu, podajuヰuda,dostavむaju.

sm. monn 一一一『『

Hauerの満

満鶏： Hauer, Erich (1952-1955) Handworterbuch der Mandschusprache. 

Tokyo-Hamburg-Wiesbaden. 

gajimbi (gaime十jimbi) (her) bringe孔｛足例略｝

満英： Norman, Jerry (1978）主主旦註~盟主主主~－~室長生 Lexicon.

Publications on Asia of the School of In胎mationalStudies, 32. 
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j簡渋i諾文語における「取りに（連れに）来るJを意味する動議について（早田）

Seattle時London.

gaji諮るi(imperative：刻u)to bring, to bring along 

(6）に見るとおち， gajiーは同じく「取って来るJf"連れて来るjの記述しかな

く，［叡りに来るJf連れに来るjの記述は無い号清朝時代の辞典類の g吋iーの

どうかというと，（7）の如くである。

(7) （康熊22年［1683]J亨）

gajimbi 家来語乃日見之物用退。行取。

御製清文鑑（康熊47年［1708]

gajimbi guwa ba -i jaka be ubade isibure be, gajimbi sembi. 

［「鵠 所のものを此処に費すのを gajimbiというJl 

（乾睦16年［1751］初刻）

制imbi 傘来｛。】行取

j青朝時代の代表的な三辞典でも，やはちgaji－は f取って来るjf持って来る」

「連れて来るjでしかないようである（『大港全審jと f清文葉書jにある

「行取jは，最近の錫イ前警の辞書などから推測するに， f行って持って来るj

のような意味かと思われる）。そして現荘最新の満洲語の辞書，劉原生・関克

笑・沈雛・牛建強（1988）『簡明満i英辞典J（河荷大学出版社〉には gajimbiの

見出諾が蕪い。

このように殆どの辞書の記述が一一一記述があっても一一（2）のようになって

いる中で，福毘昆之（19s1)r溝洲語文語辞典jがgajimbiを（8）のように記述し
ているのは異併である。

(8) (1）持ってくる。持参する。連れてくる。連れにくる。（2）ひったてる

(3）もたらす。制返してもらう。（5)（馬を） 5 iく。｛下線筆者｝

即ち，その（じの中に［連れにくるjを入れているのであるogaji酬全体の記述
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の仕方はともかく， てくる。 るG くる。jの他に

るJが入っているのは糞重である。ただ、し，「寂りに来る」という

また， gajiーの使役形gajibu－の記述には，（9）のように，「連れに来させるj

蕪い。

く

(9) させる． せる．連れて来させる． れる．｛用例略｝

｛患に， gaji闘については，。）のように「持って

来る q 取って来るjとしか記述していないのに，使役形 gajibu－・1 については，

同のように［取り来させるJという苦是らずな訳語を入れている。

跡。吋ibumbi持って来させるー せる〔業：f更掌来〕｛下繰筆者｝

その龍には， Harlez,C. de (1884) Manuel de la 

のgaji・に当るところにchercherとなっているのが気にごとるが，こ

は gana－の項目も無いし， gajiーに対してchercherとだけあるのは余りにも稜昧

である。

以上の如く， j椅i黄金満漢・溝露・溝独・満英および羽田の溝和を通じて，す

べて gaji“は「車って｛持って，連れて）来るjとしか記述さまLていない。

かに最近の福田の満和の g傾倒にのみかろうじて［連れぷくるJが載せられて

いるのと，羽田の講和の gajibu備に［取り来させるjがあるだけというのは，

どうしたことであろう

そうなると「京りに 来

際，どう言ったのであろうか。これら

手もとの辞書類の縞議的な記述は，ここ

げておく。

は，

ころ，（11）のようだとのことであっ
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りに（連れに）来させるjiま，

よび関連する いての，

のi主規雑なので，本論末に挙

とする てみたと



満洲語文語における f賎りに｛連れに）来るjを意味する動訴について（早田〉

純 一行く

取って（持って，連れて）一

去最 来取

取りに（連れに〉

取去 取来（？）

知論，具体的な動謡を用いパラブレ｝ズした形で君主うとすれば持とでもなる

ようではあるむ 時中辞典Jの類をBiいてみても一一だいたい何と引けばよい

のかよくわからないのであるが一一克つからをい。「にjの項自に「忘れ物を

取ちに廃るjを‘巡回掌務下的東西’とするような剣は為るのまた『中自辞典』

の類で， ‘掌改’を「玖る。受取るjとし， ‘イ何百衣月民放在這毘，

！’「践をここに置いて，二日後に取りに来てくださいJの例を挙げている

ものもある。‘掌来’が時に「持って来るJという訳をつけて載っていても

は載っていなし」筆者の手元の漢語引きの辞書類に誌，清朝時代の資

料に出て来る‘牟来’‘掌去’‘来耳支’‘去耳文’‘取去’‘行取’等の単語は殆ど

載せられていない0 ＇去取’に「取捨選択（するけの意味は載っていても，

f行って取るj「取りに行く」等の意味は載っていない。大きな辞番に，‘行

取’が「又遍j「明議時，地方官経推薦保挙活調任京職Jm英語大詞典主「外
省の地方官の治績良野なものに京秩を輿へること。j とある経

f又趨jiま気になるが一一内蒙古自

にもこれちの見出語は載せられていない9 ただ，近年 (1989）ウルム

チで発行されたj英語錫信語辞典『漢鑓簡明対照詔典jにのみ一一清朝時代の資

料から項目を選んだのか一一番傘来’‘掌去’‘去取’‘取去’守子取’の見出語

が載せられている。本論米の当該辞書の記述参熊。

さて，それでは（2）の満洲諾gama嶋・ gana-・ g吋i－及びそれらの鈍役形や命令形
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が実際にどのように f満文金旗梅』で用いられているか 僅かに記述のある

g吋i備の「取りに（連れに）来るjの用法は如伺なるものなのか，どの程度あ

るのか，実態を調べてみたい。

なお， gonggiーという動詞があち，海部のj謡和辞典に「取って来させる．持っ

て来させるな2.取滋：銭入去取JJと記述され，揺部のi謡和辞典には「［使人

去取］．取りにやる．取りに行かせる，連れに行かせる. [T2 ［太宗老撞｝－

2320]Jと記述されて，羽田の満和辞典とは違う意味の単語とされているが一

一「取ちι行かせたが，取って来なかったjは良いが，「取って来させたが，
取って来なかったJは駄目，詫って，「取ちに行かせるjと f取って来させるj

、
叶
ノ る日一…この単語は， 『満文金瓶梅jには克つからなかっ

、，
L叩

の単語の意味は， j育文鑑の記述を見た限りでは，福田の訳が当っているように

思われる。即ち， g立wa bade bisire jaka be niyalma takむrafi ganara be, 

gonggimbi sembi. ［飽所にあるものを入を遣って取号に行くのを gonggimbiと

いう｝

上 gama暢・ gana－・ gaji”を含む典型例

まず f溝文金瓶梅Jにおけるこれらの単語の典型的な使用例を京そう。

屈，呉丹娘はじめ田内藤の奏妾たちが呉大男夫人のところでおj簡を欽んでいる

と，外は雪にごとり寒くなってきた。そこで小厩に命じて毛皮義の外套を， f取

りに行かせる」の「持って来させるjの というくだ与。こんな動爵がよく出

てくる。原満洲文の下に直訳に近い訳語を添えておく。なお，添え

禎本で， 1990年三聯審活発行の f新刻繍像批評金瓶梅jを校黙もそのまま患い

たc ただし複製本と照合して誤りをただした処がある。 f満文金瓶梅jの底本

は未だにはっきりしていない。詞話本でないことは明かであるが，竹壌本ほど

削られてはいない。満文訳の時に省略せられたと思われるところを除けば，崇

禎本はかなりよく合うので，今緩に崇禎本を対照諜文として挙げることにし

た。
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満渋i諾文語における「取与に（連れに）来るjを意味する動詞について｛平田）

立誇

u-yuwei-niyang hendume, ainu uttu gaitai sahurun ohoni 

月 娘は言います， fなんでこんなに急に冷えてきたんでしょうねj

丹娘捜道： f宏、的道一昭子信諒凄棲的起来？J

lai”an dalbade bi五 hendume, tule abka tulhusefi nimarambi. 

来安が傍らにいて申します，［外は曇って来て雷が誇っておりますj

来安在穿説道：「外遠夫寒下雪哩。j

/nikeliyen a友吉n.meng-ioi欄leohendume, gege sini etuhengge 

が申します， fおねえさまの いるの薄いのじゃありません？

孟:f棲道：「組組，祢身上葬的不翠薄？

bi elemangga emu kubun -i kurume CD瞳gajihめi. tuttu seme muse 

私のほう誌 木綿のうわかけを持って来ていますけど。それでも私たち

設倒帯了簡綿披襖子来了。

dobori sumin ome beyerakun. u-yuwei引iyanghendume, nimaraci 

夜が更けたら寒くありませんかj巽月娘が言います ［繋がi寄っている

夜深不冷麗？J月娘道： f既是下雪，

tetendere, haha juse be emke t誌urafiboode jibcaφ置ganabufi

のなら， 小鰯 を…人選ってうちに毛皮裳の外套を取りに行かせて

叫醤小噺家捜取皮襖来

muse etuki. lai-an ekseme wala genefi, dai-an幽ibaru hendume, 

弘たち着ましょうj来安は急いで下がって行って，武安に 設いま

培毎察。j那来安達’虻走下来，釘Jft安説：

nainai emu niyalma be boode jibca R・ganaseme henduhe. 
f奥さまが，誰か にうちに毛皮裏の外套を取りに行け ってj

「娘分付，時人家去戟娘fF守皮襖哩。j
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tede dai必nuthai kin-tuug be si ④阻ganarnegene, bi ubade 

すると硫安がすぐ に「お前 取りに行け。 おれはここで

：門事取去罷，等我症這裡向候。j

aliyara 

ているか

sere jakade, kin-tung inu dacilahaku suwe boode 

と言いますと，琴童も 輿い糾すことなくまっすぐうちに

部琴童也不問，

gene註e, goidahaku, u-yuwei -niyang, pan剛’gin-liyande jibca 

飛んでいきまし やがて 月娘は， 金蓮が毛皮裏の外衰を

月娘想超金薄没度額，

aku be guninafi, lai-an -i barn fo吋irne we jibca 母国gana泌．

持っていないのに気付いて来安に訊きます，「誰が外套を取与に行ったの？J

!zg間来安見： f誰取皮議去了？J

lai-an hendurne, kin-tung ＠置ganaha, ゃうruwei鵬出yanghendt滋1e,rninde ainu 

来安が申します， 呉丹娘が言います， f患に何故

来安道：「琴重取去了。J月娘道：

fo吋ihakuuthai genehe. rneng』ioi-leohendurne, (11丁表） / teike emu gisun 

訊ねもしないでそのまま行っちゃったのj孟玉楼が申します 「さっきひとこと

「也不問我，就去了。j玉接選：「剛縁短了一匂話，

eden ohobi, rneningge be ⑦店gajibur誌面 bici sain bihe. 

是ちなかったわね。私たちのを

u・niyang de jibca 

さまには毛皮裏の外套が

③踊gaju sehe bicina 
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良かったんだけどむ

不該教的掌掩毎的，

aku be daharne, darnu gegengge be 

のだから， ただおねえさまのだけを

龍五娘没皮護，只

ゃyuwei引iy初 ghendurne ainu a凶

ます， fどうして紫いものですか。



構法N諾文諾における f現りに（連れに）来るJを意味する動詞について（早朝）

取姐姐的来罷。j月 つ

guwai damtulaha emu jibca bihe‘匂陀beR・g可ifininggucingge 
人様の質入れした毛度裳の外套があ与ますよ。あれを持って来て六ちゃん

還有嘗的人家一件皮榛，取来輿六担

de etubuci wajiha sefi, fonjime, 

に着せればいいわjと

dai網切

f予ft安の奴，自分はなんで行かないで

: ilft安部奴才芝、的不去，

ere aha be tak百rafi unggihe, si terebe jio se seme emu 

あの下部を穫って行かせたの？お前，あれに来いと言いなさいJと

却使違奴才去ア？イ本立4他来 !J

derei dai-an be hulame 0・gajifi,
て fft安を呼んで［連れて］

告す

民
会
」
郡

崎
a
J

、‘

U

し

尚
一
マ
一
口

治

て

長

つ

∞

同

盟

川

t

シい

聞

こ

慎
一
一
一

u-yuwei蜘niyang husun聞iebsihe udu 

月娘は患いっき与 二こと

吃月娘偉力

／［中略］ u amba hehe nakcu hendume, 

｛中略｝呉大男夫人が言います，

罵了幾匂道：｛中略｝

dai-an si kemuni sini eniye sei jibca k 国dun ＠・ganarak＇百 ainambi

f前安，お前まだ［お前の）奥さまがたの外套を早く叡りに行かないでどうするの？J

「fft安児，還不快替イ示娘毎取皮襖去。J（早く取りに行ったら？）

sefi, geli hendume, gege si (13了表） / tede ya jibca be ⑫国gajifi,

と言って更に申します， fおねえさま，あの者にどの外套を持って来て，

: r組組， f年分付他奪那裡皮襖
u田niyangde etubure babe hendufi unggicina. pan-gin－長yan alime gaifi 

五奥さまにお藷せするのか仰って仔かせたらどう？J議金蓮が引き取って

輿他五娘穿？J議金蓮接過来

he凶ume, gege u怨e 0・gana加re. ちi jibca 

申します，「おねえさま，取りに行かせないで下さいまし9 私，宅或裏の外套は，
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: r組組， 我不主幹皮襖，

eturakiI. terebe booci mini kurume be R園gajibuci w時iha,

着ませんむその子にうちから私のうわかけを持って来させるだけで結構ですわ。

教組家裡轄了我的披擁子来罷O

niyalmai damtulahangge sain biheo, ehe biheo, suwayan indahun -i sukiii 

ひとの質入れした物は良かれ しかれ 赤 犬 の皮の

人家掌的，野也37｛誌，黄狗皮

gese, beyede etuhede elemangga niyalma de basubumbi. tere anggala 

ょう会もので，身に着けたらかえってひとに笑われますわ。そればかりか

tl1.鋭的，穿在身上，教人笑話，

inu enteheme jaka w紘a, amala kemuni joolifi R量gamambikai, ／ 

永久の物でもありませんO 後でやはり

同の例でおよそのこと註解ると患われるが，これだけでgama帽・ ganル・ gaji－”を

はじめ，その使役形や命令形も或る程度見られる。番号を付したものを表にし

て示せば，制のようになる。
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i精機器文語における「取りに（遠れに）来るjを意味する動欝について｛早田）

立場

gamル

15モッテイク

g組 a悶

3トリニイテ

4ド｝ニイケ

5ドjニイッタ

6トリニイッタ

11刊ニイカナイ

持って行く 取り

ganabu-

2門ニイカセテ

13 1'1Jニイカセル

く 思りに行

かせる

gajト

1モヅテキテ

8トッテコイ

9モッテキテ

10ツレテキテ

12モッテキテ

取って来る

持って来る

る

gajibゃ

？トッテコイトイワナイ

（トッテコサセナイ〉

14モッテコサセル

取って来させる

持って来させる

以上のうちのは問題であろう。確かに漢詩の‘教・叫’；立、満洲諾では使役動詞

（動詩語幹十ゐu－）で訳されることが多いが，時には綿のように‘命令形十

se－＇或は‘命令形＋ seme hendu -' r～しろと苦うJという形で訳される。
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(14) 

Omimbe menggun量gajimejio, amba nainai de aca seme henduhe bihe. 

私に銀子を

梅
戸
訂
山
門

吋守刃

と
一
・
金

丸
一
散

会
一
叩

宇品
内
C奥

Ote kiyoo be amasi unggiラ cimarimimbe 田gajime

今橋を返しなさい，あした訟を迎えに（ツレニ〉

教佑明日

仏
一
和

て
一
一
心

p
d
一
円
ノ
ギ

…一段一一明

と一

1

Oefu etuku・gajimeji九 simbe genefi taktu -i tulergi uce be 

お婿さんが着物を取りに来ていて，あなたに行って二階の外髄の戸を

nei sembi, (33回7

開けて〈アケロ）ってO 組夫主那遺辱衣裳，教イホ去関外遺構内哩。

Oumai sarkli bade mimbe aibe ala sembi, 

く知らないのに私に何を設えと言うんでしょう。

並本知道 教我告訴f十膝（子清文啓蒙J

また現代j英語で辻，…見 f彼を狩かせたが，彼試行かなかったjに見える「叫

強去，他没去。」が可能なので，この文は「彼に行けと言ったが，彼は行かな

かった。」に近い（しかし，この文の「叫龍宏Jの次に「了jなち「過」なち
を入れると不可になる）。即ち，漢詩の［教・叫＋動認］口講演i語の［動詞の

｛吏役形］であり多また漢詩の〔教・叫十動詞］口満洲諾の（動詞の命令形＋

se－～ seme hendu－］である。だからといって，満期語の〔動詞の住役形）

制語の［動爵の命令形十se皿～ seme註endu－］という訳にはいかないs 日本語で

も「～させるJと「～しろと苦う」は，さきの f行かせたが，行かなかったJ

は駄目で「行けと言ったが，行かなかったjは宜しい，という駐の違いを有し

ている。溝淵措の［動認のf吏役形］と［動謁の命令形十Sか～ se飴ehendu-] 

（～しろと言う）との関係が5本語の場合よ与近いかどうか，まだよく確認さ

れていないc
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満洲語文語における f取りに（連れに〉来る」を意味する動認について（平田）

同の⑦iま f取って来いと替わ~ければJ と訳したが，ボーの方向性が薄まっ

て「取与に遺らなければjという位になっているかも知れない。それならば

gana－を用いるべきところと患われるがよくは分からない。すぐ後に示すよう

に（同にも既に出ている） gaji欄には「取ちに来るJの意味で用いられる例が

られるのであるが， ωの⑦の場合は，外套が「こっちjに挺いのだから f取
りに来させなければ（長かった汁は不可能である。

これら「持ち運び・連れ迎え動詞Jは，様々に意味が発展して，特ふ g旧公

などは種々の意味に用いられているが，本稿では本来の「持ち運び・連れill!え

動詞jとしての使用に限定して報告することにする合

ただこの gamかに関して，指田昆之 (1987）『満洲詩文語辞典iの gamambi

の項の，多々ある訳諾のうちに「3）呼びに来る。案内するJ というのがあ

る。 gama側は既述のように「持って行く。連れて行くJであるから，当然，

f人を連れて行くjという場面からの意味が出てきて翻訳上「案内するJにな

るのは宜しいし，豊蓄令訳語を提供するということで gama－の意味として

を辞書に挙げることもあちうるかと思われるが，「呼びにくるjとい

うのは， gama聞という単語の意味としては問題である。実はこれを晃て吃驚し

たのであるが，この辞典にその例が n詩文金瓶梅Jの舟哲uとして挙げられてい
る（15)0

ゆ

匂ige・ niyalma be gama抗，わたくしをく呼びにきて＞ [G ［~詩文金瓶権］ 1925 a] 

このi詩文だけ見たのでは f私（小人〉を連れて行ってJとしか読めないのであ

り， f満文金瓶梅iの19田25了表を探したが，この用制は見つからない。その

近遣に ajigeniyalma be gamafi，を探すと， 19屈24丁裏3行自に見つかったo

gamafiの前に．を付して示す。前後を多少長く挙げ，崇禎本金瓶梅の該当部分

も合わせ掲げ，本稿の筆者の薩訳に近いものを付し，ついでに岩波文産本の詞

による訳文（r金旗樺J第二冊，小野型、・千田九一訳， 1978年第一樹）も
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後にイ寸けさせていただけば綿の知くになる。なお問題の動詞， gama-・ gana－・

gaji綱の変化形が出たときに辻，それに下綾を施した。

(16) 

goidahak江jak江口 biyai tofo註onde, u-yuwei-niyang ni banjiha inenggi, 

やがて八 月十五日は県月娯の誕生自です。

一日，八月十五日， 娘全日，

k吋inehehe antaha sa jifi, amba yamun de tecere jakade, si引1erトking,

大勢の女 客達が 広需に坐っておりますと， 門慶は

西門擾家中有許多堂客来，

Uヴuwei-niyangni baru gisun gisurer誌u ofi, niobome 

月娘 とは 口をきかなく なってお与ますので， これみよがしに

民輿月娘不説話，

gise hehe f副総嗣ili-gui-jiyei boode genefi, dai縄問 be morin 

の事桂担の家へ行き， lft安に f馬を

来説中李韓姐家坐的，分付lft安：

gama, yamji okdome gaju seme hendufi, ｛中略］ yamajisnun 

（ウチニ〉持って行け。晩に（かヲ）迎えに連れに来いjと雷いつけて｛中略1日暮れ持

「平田馬去罷，晩上来接我。J［中略l:£ft安約主毘茜時分，

ome dai-an morin 題担， si司men欄king tule genehede, dai-an 

になって武安が馬を 51いて来ました。部門農は用をたしていましたが， lft

鞍馬来接。西門襲正在後遺出恭，

be sabufi fonjime , boode bai結 bio. ｛中略］ si-m釘はing,dai-an -i dere 

を見て訊きます， f家に何かあったか」｛中略｝西門慶i立政安の顔が

見了域安間道： f家中無事？J ［中略｝酉門慶関見lft安按

fularaka be sabufi fo吋ime, si aibide omiha, dai輪組

くなっているのを 見て訊きます， fお前どこで飲んだんだj前安が
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満洲詩文語における「取ちに（連れに）来るjを意味する動簡について（平田）

紅紅的，使間：円相長裡吃溜来？J m安
hendume, teike el糊niyang, fung引iamabe takurafi, ajige niyalma 

申します，「さきほど，ニ娘 が鳴ばあやを覆いにして， 私

: r鰯議ニ娘使鴻嬬鶏
be •gamafi nu詑 omibure de bi b泣1anaraku

を連れて行ってお酒を欽ませようとなさいますのに私が飲めません

時了小的去，輿小的j酋吃。我説不吃酒，

seme maraci ojoraku, hacihi）叩nejuwe huntahan omibure 

と言ってお断りしてもお開きにならず，禁理やり勧めて二杯、欽ませました

強説着叫小的吃了離鍾，

jakade, uthai dere ful訂誌a, ｛後略］

ので 顔が葬くなったのです。［後略］J 説験紅匙来む

さて、八月十五日 娘の誕生呂。家に誌おおぜ、いの女客が来て大広間

に居並びました。四円慶は月娘とは口をきかぬ侍なので、まっすぐ廓の李

娃艇の家へゆき、m安に、「早いとこ、 J鳴を返すんだ。晩に迎えに来てく
れjといいつけ、［中略］ B暮れどき、前安が馬の轡をとって迎えに来ま

した。商問慶は奥の測で患をたしていましたが、 m安の姿を見て、「家に
なにか変わったことはないかJ［中略｝諸門慶は前安の顔が赤いのを見て、

「お前、どこで酒を欽んで来たJ「さきほど花の奥さまのところから議お

ばさんが幅わたくしを呼びに来て、わたくしはお慣をご馳走になりました。

わたくしはお締法のみませんと串し上げましたが、たってのおすすめで一

三杯ちょうだいして、顔がまっ赤になってしまいました。（者波文庫 f金

瓶梅i第二時256～257頁）

部ち，習内農は廓の李桂懇の所に来ていて， !ft安が迎えに来たときにJft安と

をしている場留である。家にいたm安を鳴ばあやが迎えにきてこ娘
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の所に連れて行き， j簡を飲ませたのであるogamafiが［呼がに来てjなのでは

なく，「呼びに来て連れて行ったJのを漢文で「叫γ…去jと表現し，それを

満期語ではかなり忠実に gamafi f連れて行きjと訳した。岩波販の翻訳で

は，呼び、にきて連れて行った全復行動の前半を訳したものであ乃，翻訳として

は爵後関係からそれで後半の行動のあったことも十分に分るから宜しいのであ

るが， fPJ.l,…去Jやgama”に｛呼ぴに来るjという意味が有るわけではない。

2. gajト・ 9司imeji司

踏の例にiま，やはり（2）のように f取りに来るJ「遮れに来るjiま出現していな

いo gaji側は如荷にも「持って来るjf取って東るJr連れて来るjのよう
える。しかし，実障には仰のような例が多数見られるのである（既に同や綿に

この意味の用併が出ている）。

むカg吋i- r叡りに（連れに）来る」の~J

Ojing gisu詑rede，おi-an tubihe hose egajime dosifi, tere duin 

ているところへ，政安が果物蓋りを取ちに入って来ましたが，四

nofi -i boode tehe be sabufi (32回7

人が いるのを

Olai-an, siyoo-jeo-el寸 ag五rabe egajime dosifi hendume, 

来安は小周克の道具を取りに入って来て申します

只見来安克進来取小照克的家活，

Oniyalma gaji serak百bici, we cihangga egajihabio (67出20了裳）

人から持って来いと言われなきゃ誰がわざわが哉ちに来るものか。

人家不要，那イ問時来取的。

Oneneme kin-tung dukai tulergi h総 ambade泌me,meng jacin he加 nakcu

さっき琴叢が，門外の 韓大規と 孟二勇の奥さま
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j誇出語文語における f取りに（連れに）来るJを意味する動認について（平田）

be solire juwe bithe be e供jihade, bufi m路iheoak:恥

をお招きする二通の手紙を取りに来たとき波してお出しになりましたか？

頭里翠童来取門外韓大摸和孟二静子那南舘帖克，打護去了不曽？（72毘39丁表）

Ouculeci inu tondokon uculer球u, ini booi niyalma e斜iha

唱っても身を入れて唱やしをい，自分とこの使患人が迎えにけい）来た

be sabufi, buda inu jekek吾 u白羽 genehe, (45回18丁表）

のを見ると，ご飯も金べないですぐ行ってしまった。

銀也不吃就去了。

Obaita ak荘 ocitetendere, si ai baita mimbe egajiha, （品目15T裏）

用事が無いのなら，あなたどうして私を逆えに（ツレニ〉来たの？

既没事， f郁来接我：主的？

方向を オi－や叩ne”しna-,-no－）は，かなり方向性が弱く

ごとりがちで， ji語幹動詞の設には単独の動認 ji-（来る〉が， ne等の語幹の動詩

には単独の動詞 gene-（行く）の後続することがしばしば見られる。そ

ji語幹動詞・ ne (na,no）語幹動詞には磁勤時諸島－meが後接する。この

gajime ji附の形では，［取りに（連れに）来るJの例が多く見られ，「取って

（持って，連れて〉来るjの到が普通よち少なく見えるくらいである。

なお構略の為，陣じ形の g吋i“・ gajime ji“・ gajuで「取与に（連れに）来るJ

の時には．，［思って（連れて〉来るJの時にはAの記号をfすけることにする。

以下同に gajimeji”で f持って〈取って，連れて〉来るJ(A）の例を，妙

に f取りに（連れに）来るJ（・）の割 ι柏 i’やり＇ eJ0 

同gajimeji“ て（家。て，連れて）来るJ(A) 

Osi-men-king, jen合ai-yuwei-el-i baru hendume, si cimari uthai 

茜門 iま鄭愛月 ます， 「お前あしたは

Iiゅgui-jiyeibe Agajime jifi, geli emu inenggi ucule. (76回40了表）

担を 連れて来て，また一 世 唱ってくれJ
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西門慶分付鄭愛月見： 11示明日 荷守備選来唱一日。J

Ojai inenggi buda erinde lio doho be Agajime jio, enduri de 

あしたの 飯どきに劉おめくらさんを連れて来てくれ。神様に

jalbarime hoosan deijikini 

ご祈持しておキしを焼いてもらおう。

(12胆36丁裏）

明百阜飯時世劉轄来焼神紙。

Oasarabuha jaka, fudehe guise horho be Agajime jiderakif oci, bi 

預けてある物や銭入与道其の衣裳箱を 持って来ない と俺は，

sini ere gari昭gabe tantahai w抑制 (89四6了表）

このすべたを叩っ殺してやるぞ。

不討持寄放粧査箱議来家，我把体道淫婦活殺To

Ourunaku siowei宮u-dzbe helnefi, fu bithe, okto be 

必ず 欝 尼にお顛いに行ってお札とお薬を

Agajime jio, ( 40阻8

って（モッテ）来てくださいよ。 好!I語辞姑子替了符薬来。

Oamba gegei jibca be inu Agajime jio. ( 46回14了表）

お嬢さんの毛農裏の外套も持って来なさいよ 就把大姐的疫機也帯了来0

(19) gajime ji剛「取りに（連れに）来るj （・）

Og恥 ihak吉 pan-gin-liyan, meng-ioi-leo gemu Ii-ping-el boode tonio 

ところが，潜金 と 壌が 瓶見の

sindame bisire de, siyoo-luwan, meng-ioi-leo be egajime ji丸

打っているところへ，小 驚が孟王壌を 迎えに（ヅレニ）来て，

不想金蓮、玉譲都荘李瓶克男裡下棋，只見小驚来講玉撰，（22回7了表）

Oemu inenggi cucu caca seme niyalma”i gisurere be donjici. lai-wang 

ある 日 ひそひそ と 人 の喋るのを開きますと，「来旺

be tucibufi, dukai jakade, etuku pijan・gajimejihe bihe. 
iま（牢から）出されて，門前に 衣裳箱を貰いに（トワニ）来ていた9

106 



満洲語文語における f取りに（連れに）来るjを意味する動認について（平田）

adarame genehe be sarku sembi. (26臨む7表）

して持ってしまったのかしらjということです。

一日，思裡雷風謹語，関得人説，来旺克持出来， 不知：ま的去了。

Ocen-ging-ji anaku gaifi, jing taktu de hiyan o主to 欄ihacin be 

陳敬、誇が鍵を持って了疫上の階に香料や薬材の類を

.g吋imejifi, emu bade tunggalabuha manggi, (82毘？丁表）

取りに来て，ひょっくり顔を合わせてしまったので，

不想陳敬潜正馨鎗匙上機，関憲嘉門事礎材香料，撞遇主一慮c

Oefu etuku egajime ji丘 simbe genefi泊ktu -i tulergi uce be 

お講さんが着物を取りに来ていてあなたに行って二階の外部の戸を

nei sembi, (33間？

開けてってO 建夫在那遁尋衣裳，教侍去間外漫撞門哩。

Osi-men-king puseli niyalma be hulafi nure huda be eje, cimari 

西門襲は店の 人 を呼んで 1f酉代をつけとけ，あした

mini pulseli de jiha・gajimej諮問mehendufi, ( 6冨4γ裏）

おれの 15 に金を 取ちに来いjと諮ってから

蕗門慶呼；器保来： f記Tr離日，明自来我舗子内支銭。j

自主守語が同じ（ような〉ものであっても， Aの時もあち・の時もありで，

には僻のように目的語の性繋からこの匿別の予想、誌できない。文脈・

判顕しなければならないa

誠

心由春名詞

Oyamji biya mukdeke manggi, yala uヴuwei-niyangni boode，豆島二盟主Lbe

梅を

ら

晩に }lが上ると果して呉月娘の・gajimejihe. 
連れに来ました。 果然裂晩タ月上的時分

(85出16了裏）

到丹
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Osi-merトking,jen伊 i-yuwei-el柳ibaru hendume, si cimari uthai 

西丹藤は鄭愛丹 ます， fお話あしたは

li-gui-jiyei be .&gajime jifi, geli emu inenggi ucule. (76回40了表）

を 連れて来て，また一 日 唱ってくれJ

児：［待明日就投了李桂姐，議f間選来唱一日J

b) bithe 

Olai-an 詑詑 duin solire bithe be ・gajimejihe, (72田39γ表）

来安がその四通の招待状を 京りに来ましたむ

只見来安来取道関個帖克，
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c) menggun ( 

0 si ilan aniyai onggolo sargan bucehe fonde, ere lu-da”併記

おめえ，三 年 前に，かみさんが死んだときに，この魯の克貴に

juwen gaiha tere gusin yan -i 

滑りた 島の三十雨の

beye madgan inu k吋ine

子， 元 利はまた大震な額に

oho, enenggi sinde menggun egajime jihe, (19屈15丁表）

なってるんだ。今日iまお前さんにその銀子を貰いに（ト1）ニ〉来たんだ。

本科塩該許多，

今日

Ojai inenggi li-jy, huwang匂 f emu dere dasafi, ulgiyan -i uju, ilan 

あくる日，李智と費四が，一卓整えて践の頭てゴ

ergengge jaka belhefi, juwe tanggu yan menggun Agajime ji白， si-men-

を備え，二 百 爵の銀子を持って来て西門
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満掛i詩文語における f取りに〈連れに〉来るjを意味する動認について（単語）

主ingde weceme hisalaha. ( 7号回54了表）

慶 に祭ち酒を謹ぎました（供養しました）。

到次日，卒智、質問備了一張描泉，

d) hehe （女）

Oninggun biyai ice juwe de, si-men-king ni booci emu amba kiyoo 

ームa
/, 丹 初二旺に西内 のうちからー挺の大 を

加kiyefi,duin juru fulgiyan sa -i denglu jafafi 並区be・gajimejihe, 
担ぎ， 西対の紅の 紗の提；tJを持って女を迎えに（アレニ〉

ました。 到六月初二日，西門藤一環大橋，問者紅紗燈寵，（7回22γ裏）

Ojing haha juse be tak百rafi jala yabure hehe be gajifi, huhun寸hehe

小厨を使いにして，厨 旋 患を連れて来て，乳母を

udaki serede, holkonde siowei-soかelemu huhun -i hehe be 

買おうとしていると，たちまち醇嬢児がひとち乳母 を

.Agajime jihe. (30田19丁議）

連れて来ました。 正要模小厩時媒入来尋養娯，君、存欝捜克鎮了醤弥子来。

仰のむ）のbitheの場合， は所詣対格助詞 beがあち，片方にはそれがな

いが，対格助詞の有無によって gaji－或は gajimeji輔の．かAかの別を予想する

ことは出来ない。同の毘番告の etuku（着物）は，不定格（casusindefinitus ) 

のetukuであるが， ωでは「着物jが定格（casusdefinitus ）の etukubeであ
・つでも同じく f淑りに来るJ（・）になっている（怖の例もωに再度挙げる）。
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(21) 

Oefu etuku’gajime jifi, simbe genefi taktu -i tulergi uce be 
お婿さんが着物を取りに来ていて，あなたに行って二階の外側の戸を

nei sembi, ( 33剖7

開けてってO 組夫主那議尋衣裳，教的去院外港1嚢門哩。

Oniyalma tak主主afi terei guise 竺自主主 be・g母i諮ejihebi, (87田5
人を捜いにして彼の衣裳絡や衣騒を 取りに来まし

使人来討f也箱子衣寂o

n詩文金瓶擁j金棒における g可i”の類度は余りに高いので（使役形gajibu-
80例を含め，命令影 gajuを除いて1257関），今すぐそのすべてについて晃られ

ないが，恐らく gajiーだけでは（ ji－が後続しない場合は） r持って（取って，
連れて）来るJ(A）の意味で使われることが，［取与に（連れに）来るJ（・）

の意味で捜われることよりも，遥かに多いと思われるc gajime ji蜘の場合は，

用関数も授られているので全数調査が可龍であった。郎ち， n詩文金瓶梅j
体で gajimeji”の出現度数は91で，其の中で f取りに〈連れに）来るJ（・〉

が38例， J取って（持って，連れて）来るJ(A）が53倒であった。やはりAの

ほうが多いが， ji仰の後接しない例を数えれiま企のよヒ率がもっと多くなるであ

ろう．なお gajifiji－もgajimegene“も見つかっていない。因みに ganamegene-

もgamamegene－も多数見いだされるが， ganameji仰や gamameji自は一例も

かったO

3.使役形話可ibu-

gaji倒にf吏役譲辞－bやが後接したf吏役形 gajibu－の場合はどうであろうかむな

お， gajibumejふ， gajimeji加問， gajibufijト， gajifijibu司のいずれも見いだされ

なかったむ n詩文金瓶捧j中 gajibu－の出現度数は80であった。このう
怒とみられるものは一つも無かったむ命令形も含めて．が26鰐， Aが54例であ
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満開語文諾における「取りに（連れに）来る」を意味する動詞について（早盟）

った。

自 じでも．とAの潤方が出ている gゆるu齢の倒を織に挙げる。

告2) a) bithe 

Otesei ergi de emu wen-soo-el sere niyalma be unggifi 

あちら髄では 文捜兜という人 を送って来て

egajibuhabi. 

当るもの）を取りに来させた。

(3回17丁表）

他那主義有了笛文捜到来討帖児，

Otang幽heo-guwanbe h国afi,emu afaha jafu bithe .A.gajibufi hendume, 

候宮 を呼んで一 枚額付を持って来させて，苦います訂

: (30§18 

b) cai （お茶）

Oioi-siyoo掛ibaru hendume, juleri ging”looye ji氏

玉錆 に 震います， f表に弟老爺がいらっしゃったので，

諮imbe ta傾向fi, ~ ・g吋ibuhabi (24芭

おれにおいいっけになって，お茶をもらいに来たんだ（トlJニオセテリ

叫： f玉粛超，前連覇者参来，

Osakda niyalma be necihiyeme dorgi nah組 de 給bufi, 位三eme cai 

人 をなだめて 奥の抗の上に生らせて，急いでお茶を

Ag司ibu長 。mibuha. (78盟35丁裏）

て来させて欽ませまし

安撫老人家，在里遺誌上坐的，連虻貼了謹茶輿他吃G

Ocai be 主計百runomici ojor成立 seme pi開”anbe esukiyeme 也捕me

お茶が冷めて 飲めないと言って をどなちつけ改めて

Agajibufi omibufi, ging-du告iyanteni assafi genehe. 

お茶を持って来させて飲ませました。荊都監はやっと立上がって帰って

行きました。 (24毘19了表）
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嫌茶冷不好吃，

c) menggun （銀子）

Otere fonde laiゐ00嗣inan-ging ni 凶daicuwan geli isinji五， asihata

その慎来保の からの荷 船も き，小鎮の

wang-hiyan be ta凶rafi cifun -i menggun・gajibuhamanggi, 
主 顕を使いにして税金の銀子を 取りに来させましたので，

第時，来f呆｝蒋京貨船又到了，領了後主主王額上来車車税課南。

Ohuang-tai-ioi hashii ici ergi urse be 出la抗争 juwanyan menggun 

iま 右の を呼んで、，十 調の i: ii: 

.&gajibufi, 

持って来さ

hacingga tak否両araurse de sangnafi, ( 65回32了裏）

護の費用 人にふるまい，

4慢命令形 gaju• gaji • gajime jio, gajibu 

gajiとgajuは等しく，共に gaji叩の舎令形だとしている辞需が殆どであるが，

正しくない｛本稿末の f辞書類の記述j参照）。少なくとも共時的にLi,g得iー

の命令形はgajuであり， gajiは意味がずれている。

なお，命令の意味の無い命令形が manggiに先行する形［～するやいなやJ

について， gajumanggi, gaji manggi，約jimejio manggi, gajibu manggiは少な

くとも f満文金瓶権jには見当らなかったogaime jio manggi 

を得た。

鈎 albande dosimbuci ac訂a jaka be, si yooni gajime 

お上に没収されるはずの品物をお前はみんな持って来て

l手Il(23)

eigen g泊mejio manggi, mimbe he路erakiiラ (92罰15了表）

嫁に来たらもう俺なんか もしない

磨没官之物，都帯来嫁了j菓子。
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満洲語文語における「殺りに｛連れに）来るjを意味する動謁についてく早田）

gaju （度数138）は gajiーと閉じく，原漢詩の 「取来J等の訳語になる

ことが多いが， gaji（度数184）辻原漢詩「要jの訳語が典型的である o gajiは

「ほしいj「よこせjfくれj等に日ほ当たり， gajuf持って来い，取って来

い，連れて来いJとは，内容がかなち違う c

がらなかなか間色い。その若干を鈍に挙げる。

g勾u

gaji 巳見之物時人掌来。

O御製清文鑑

gaju ebsi benju sere be, gaju sernbi. 

［こっちに麗けろというのを， gajuという］

gaji niyalrnai baru 飴inde bu 

｛人に対して本に

日ヰ入寧来o

gaji 晃了之物時人事来。

sere be, g吋isernbi. 

よというのを， gajiという］

gajiがgaji”の命令影でない以上一一場面により「寄越せjは当然として，

f持ってこいJA；こまることもあるが一－ r取りに来いj f連れに来いj・の
意味に辻全くならない。

さて， gajuが gajiーの命令形であり，制jirnejio, gajibuが，それぞれ訊jirne

ji-, gajibu輔の命令形であるなら，これら三つの命令形g吋u,gajirne jio, g司i加

にも・とAの両用法があるのか，ということが問題になるogajuの『満文金瓶

権J中の全用例138例の中で．の意味（迎えに｛ツレニ〉来い）と考えられるの

は齢に挙げる 5例

で為る。

' f告の133例はすべてA （連れて来い，持って来い）
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字詰

l ) dai-an jihebi. si-rnen-king hendurne, bi cirnari 

1代安が ま

egaju 

通えに来い（オレヲアレニコイH

門震は雷います，「おれは fあした

sehe kai, ere erin de geli ainu jibe ( 17臨4

たんだぞ。今頃また何だってやって来た

：［設分付朝E来接，這日自晩又来f故甚践？J

2) rnirnbe cirnari erde・gaju sehe serne 

f本にあしたの朝迎えに（ツレニ）来いとおっしゃいましたjなんて

alめa ’ (16匝号

答えてたわ。 「…徳田説ト・叫我明早接去唱。.］ ・・・J 

3 ) rnorin be arnasi si-d之官iyade garna, yarnji ．関u(37回14T義）
馬 を（モトニ）獅子街に返せ｛モッテイテ）J。晩に迎えに（？に）来い。

把馬毘弼獅子街房子撞去，続上来接，

り si-rnen-ki碍 dai-anbe rnorin be boode g翻 a, cirnari 

内慶はま｛t安に f，罵をうちに

egaju sehe, 

逆えに来い（オレヲアレニコイ）Jといいつ汁ました。

〈ツげイケ）。あした

2 

明日来接O

5) li－“ ．． 

桂担の家へ行つて，前安に「馬を返すんだ｛モッテイ幻自晩に

o主domeegaju serne hendufi, (19回23γ裏）

迎えに来てくれ（ツレニコイ〉と寄って， 分付m安：「早司馬去罷，晩上来接我。J

5例とも仁罵で追えに来いJというところである。しかも， 3), 4), 5）の

例では，「罵を連れて帰れ，晩；こは（馬を）連れて来いjのようにも晃える。

しかし， るとそうでもないと うでもある。

rnorin gaji叩という連続はそれほど強く結合してはいないようであるa 少な
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溝洲語文語における f取りに（連れに）来るJを意味する動詞iこついて（竿田）

くともお詩文金瓶梅jの中では moringaji－以外でも morinが動諦と結合して

他動詞になっている例は見いだせない。即ち，… bemorinという連続が本資

料中には燕いのである。したがって， moringajiーで「（馬で）迎えに来るjと

いう意味になってはいないと嘗えよう。なお， morinbe仁鳴をjとgaji-( gaju 

を含む）の間に何も介在しないで morinbe g吋i”になっている例は本資料中で

は見いだせなかった。 morinbeとgaji閉会守主Jかを介在させて続く例は観の2管！！

のみ見いだされた。

鱗

Odai-an morin be翻 asi boode A関ifi, (51回39了裳）

来安が馬 を｛モトニ）うちにヲiいて漂って来て（ツレテキテ）

0 i morin be amsi Agajiha fonde, 

あれが潟 を（モトニ）連れて滞った（ツレテキヲ）ときに，

只見fft安見回罵来家，

(16回9了表〉

先走徳田烏来家，

gajime ji”の命令形gajimejぬでは，全21例中．が 5~U, Aが16例である。命

令形 gajuの．の用事！！は，数からいってもgaju全138例中の5例であり，その内

容も仰に見たように非常に限られていたのに対して，命令形gajimejioの・の

用1JIHま，寵か21例しかない g吋imejio中の5例で，内容も鈎に見るように多諜

である。

怖

く・の憐〉

Ocimari mini puseli de j出aegajime jio (6由4

あした訟の店 に金を取りに来てくれ。 明日来我舗子内支銭。

Ote kiyoo be amasi unggi, cim紅imimbe egajime jio se. (14畠23了表〉

今輸 を返しなさい，あした私会 違えに｛ツレニ〉来てねりと言ってね。

議子関去，教f也開出来接罷。
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egajime jio 

ここに取ちに来なさい。

ubade Obiyadari booi turig的ーijiha udu oci, 

らであっても，

川

表

作

γ

9

め

ね

8

屈

け

て

毘

m
m
m

来

的

｛
、
日
♂
こ

J
L

E

l

 

ob －
ω
 

将
且
つ

家

erde cimari SI Omen路uneden ofi hendume, 

りないので｛卑いまし fあんた為したの

Omimbe menggun eg呼imejio, amba nainai 

取ちに来い， 大呉さまに会え，と掠っていまし

許下今日教我来取銀子，就見見大娘。（90回12了裏）

aca seme henduhe bihe. 

欠他…銭銀子約下他：「明E

de 

を私に，

＜•の関〉

Osiowei gege be Agajime jio 

えさんを連れていらっしゃい。

(45盟国了裏）

jui -i ajige cirku, j己註i

を呼んで坊やの小 枕と莫震を

ing-cun be hulafi boode genefi, 

，部室に行って，迎

0 si 

j10 

て来るように（モッテコイト）

体去叫逆春麗裳取該子的清枕頭井涼宥児来，就帯了骨牌来，

(52回33了表）

ねて来て

些
恥

部

も

向し
W
をひ問

牌
u
 
oo 
てG

se. Agajime 

(2 

時劉膳来

(40屈8了裏）

帯γ符襲来。

(27毘19了議）

把涼馨和枕頭取了来。

(95由24丁裏）

帯爾翻詩的

be Agajime jio 

額おめくらさんを連れて来てね。

doho Olio 

Ofu bithe, okto be Agajime jio 

お札とお薬を 持って来て持くれむ

Omini jijiri, cirku be Agajime jio 

と枕を 持って来てね。私の

。1juwejuru sain ningge Agajime jio 
率良みいいのを t寺ってらっしゃい。
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満洲語文語における f取りに｛連れに）来るjを意味する動詞について（早自）

0 si cim如 terebe majige企gajimejio 

あなたあしたその人を 連れて来てね。

Onure 轟 gajimejio 

j霞を持って濃い。

Opan-mama be suwaliyame solifi .A..gajime jio 

議おっかさんも一緒に お招きして（アレテ）来てね。

Osunja jiha menggun uhufi .A..gajime jio 

五銭 を 持って来い。

Okiyoo de tebufi amargi duka deri .A..g民jimejio 

ぷのせて裏 円から連れて来なさい

(40田3了裏〉

体到明日請飽来走走。

(75田30γ表）

(14霞20丁裏〉

達・.・？番姥姥快諦来，

(13回3了裏）

住吉田11了裏）

Osini ilaci eniye be yuweiよin .A..gajime jio se (27回7

お前の王棄さまに月琴を て来いと

Ocimari erde morin .A..gajime jio 

あしたの 馬を て来い。

Oyamjishun morin .A..g司imejio 

夕方 馬を持って来い。

Oamba gegei jibca be inu .A..gajime jio 

教組弾由月

(36国13了表）

明器

〔46阻14了表）

大詰ねえさまの毛皮の外套も 持ってらっしゃい。

把大患的皮襖也帯了来G

。ijuwenofi be inu企脱出。 jio (32回2

ふたり（を｝も 連れて来い。

f吏役命令形g可i加は， f満文金瓶梅jでは残念ながら 3部しかなく，そのいず

れも縄のように..皇pち「京ちに来させろ，連れに来させろjであった。命令

形以外の gajibu欄は全？？備中，．が23剖， Aが54例であるから，わずか3併し

か出ていない命令形gaji凶がすべて．で為つでも，この少数例が，多数派のA
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でなく少数採の．であるが故に一審，当時の満洲諾に多数派のAの意味の

gajibuと少数派の・の意味の gajibuが再方存在していたと考えるべきであろう

と思われる。

(28) 

Olooye si mimbe 地laci erdeken -i 

さま，あたしを呼んで下さるんでしたら，早めζ

egajibu, 

呼んで下さいね（？レニコ判的。 参若叫我，蚤些来説。

Obe ubade menggun bosome baha manggi, niyalma takurafi 

当方で盗品（銀子〉を取り突した上で（そちらから）人を遣わして

egajibu 

受取りに来るように〈門ニコ判的合 一九一

9

候

田

伺

nxu 

ハ
川
口
v

’

（

爵院
良
介
却
排出追農道我待

Oniyalma jafabume 服部ihe, menggun bo'fome baha manggi, 

（犯）人を捕えに｛捕り予を〉差し向けた。銀子が 民ったら，

tak註rafi egajibu sehe, (98由9丁表）

使いの者をよこして受け取ちに来るように（ドjニオ七ロ） とのことでし

即時議行，撃人去了。待追出銀子，

5.結論

併mル・ gana－に比して殆ど喜久ji－のみの話になり，ぞれも企に比して度数の少

ない．の用例を多く挙げることになったが，それによって（2）の？の部分を塩め

る語影辻，その上舗のものと同じ形 gajiーである，ということが本されたと思

う。勿論，告にも方向移動に関する動詞は多々あるし調査を重ねなけれぜなら

ないが，今回は一応、，語漉的には g説明÷幽間隔，－ji制とも見えるものに思った。

出は結局長舎のようになるわけである。
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官舎

満洲諾文語における「取りに（連れに）来るjを意味する動詞について（平自）

取って（連れて）一

取りに（連れに）

一行く

gama 

g an a司

来る

• g a J 1 -

• g a j 1 -

この•g吋iーと・gaji也とは同音異義語なのか，同一語の包含する意味の両樫端

を表すものなのか，という間諸については筆者は今すぐ解答を

いl。しかし，少なくとも•g半ーの多禄な和訳語「取って来る，持って来る，

貰って来る，連れて来る， L喝を）ヲiいて来る，時んで来る，迎える，繁る…j

iま，く（人であれ物であれ〉 トッテクル〉であり， egaji鳴の和訳語「取りに来

る，貰いに来る，連れに来る，呼びに来る，迎えに来る，…J等はく（人であ

れ物であれ）トリニクル〉で為る。その使役形や命令形もまた g可imeji-b, 

Aと・に対忠する二つの意味を持っている。（使役命令形のみ例が乏しい）ぞ

れに対して，語j躍的に gaji聞から来たと見える命令形単独動詞 g可i（和訳語と

しては f欲しい， くれ，よこせ…」）は共時的には g吋i蜘の活用芳三に入らないo

gama明や gana－についても更に調べる必要があるので為るが，持に gama叩は，

既述の「連れて行く，取って行く，持って宥く…jから発展して，「片づけ

る，処理する，処聾する，執行する，（苑）刑に処する…j等の意味で用いられ

るが，どの辺ちで別の単語になるというべきか，今後種々見てみたいと思って

いる。

もう…度整理すれば， gaji“には，駅ji1-（•）と gaji2馳（・）とがある。

lこれは日本語の湛度形容詞，サムイの反意語アツイ1と，ツメタイの反意語禽アツイ2

とに多少1tLている。サムイとツメタイが別語であることは，資形と意味の再方の違

いによって保証されているが，アツイ1とアツイ2は，奇形が同じで，

という大きな蒋畿を共存しているので，部語すなおち同音異議語か，一つの単語の

多義的な意味の雨緩場の使い方なのか，関躍である。アツイ 1は桂度が最高でも火

傷はしないのに対し，アツイ2は一般に火犠する温度である。
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そして，それらの復役形にも gajibu1-（.＆.）と gajibur（・）とがあり，複合形

脱出eji-~こも gajime ji1“〈企）と gajimeji2-（・）とが為る。これらそれぞれ

の命令形にも， gaju1（.＆.）と gaju2( e) , gajibu 1 （企）（恐らく）と gajibu2

（・）, gajime jio1 （.＆.）と gajime jioz （・｝の区別が認められる。命令形

侠jibuの併が少なすぎることは部）と， gaju2（・）の罵倒の限られているこ

とが多少不安である。命令専用動詩 gajiは gajii-（.＆.）のパラダイムにも，

gaji2叩｛・）のパラダイムにも含まれない。ただ，意味的にはAに近い0 .に

る意味は全く無い。 rgajiとgajuは等しく，共に gaji“の命令形であるjと
いう記述辻不適当であるむまた嘉夫ji－と gajibu剛とで＆と．の区別の宥無に違い

があるように記述するのも正しくないo gaji－にも gajibu』にもhと．の区院は

存するのである。ただし，いずれの場合も， Aと．の区別は，場面・文抜から

しか得られないs

fす．

による書入れを［｝に入れて示す。引1biは現在終止語尾ogaji 

との違いの意味で，動諾bu“「与えるJの命令形buも

0 大清金書（康黙認年［1683］序）
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gamamもi-ha 直嘉之意。望人従寛之従。従公之従。

gan叡nbi-ha 

gana 

ganarak百

ganabumbi 

ganaburaku 

取去了。

不取去。

叫他取去。

不叫取去。

gajimbi 掌来語乃己見之物用勉。行票。



i薄掛i語文語における「取りに｛連れに）来るjを意味する動詞について（平田）

［無し｝

巴克之物叫人掌来s

未見之物叫人掌来。

gajibumbi 

g勾1

g句u

gajireo 

gajiha booi anggala所携家口。

bu 輿。給。後之。被之む白熱如何意。［「使之j以下は，

動詞bu輔の命令形加の意味でなく，接辞七u－の意味である｝

。御製清文鑑（康照47年［1708]J亨）

gamambi yaya jaka be gaifi genere be, gamambi sembi. 

［「どんなものであれ，持って（取って，連れて〉行くの

を， gamambiというJ]

gama ubai jaka be gaifi gene sere be, gama sembi. 

｛「此処のものを，持って（取って，連れて）行け，という

のを gamaというJ]

ganambi guwa badeるisirejaka be g母irebe, ganambi sembi. 

｛「地所にあるものをきaji－く持って～取って～連れて，来る〉

のを ganambiというJ]

gana g吾wabaぺjakabe gaju sere be, gana sembi. 

｛［他所のものを gajuく持って

うのを ganaというJ]

ganabumbi niyalma unggifi ganara be, ganabumbi sembi. 

ff入を遣って gana酬するのを ganabumbiというJ]

gajimbi 

－
唱
E
A
L
u
 

m山u
 

kυ ・噌ZA

・’’
a

．
勾
．
出
－
d

g

b

q

b

 

て ，来しりとい

guwa ba -i jaka be ubade isibure be, gajimbi sembi. 

ff他所のものを此処に驚すのを gajimbiというJ]

［無し｝

niyalmai baru minde bu sere be, gaji sembi. 

121 



｛人に対して，本に与えろ，というのを gajiという｝

供ju ebsi be可usere be, gaju sembi. 

｛こっちに履けろ，というのを gajuという｝

bu aika jaka be niyalma de afabu sere be, bu sembi. 

｛何かものを入に渡し伍せろ，というのを buというl

geli gala de jafaha jaka be, g立wade alibu sere be, inu bu sembi. 

｛また，手に持っているものを強人に差出せ，というのも加という｝

台市油引袖蛸（羅正8年［1730］序）
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麗作語群似

obure 作之。為之。以為。嘗作。

何渉。作什接去o

f可侍。作什漉来。

QA.Wylie. 1855 Translation of the TS’ING WAN K’EMUNG, a Chinese 

Grammar of the Manchu Tatar Language with Introductory Notes on 

Manchu Literature. Shanghae. 

(p.220) Garn捌 pi. To engage in鉛 ywork. To determine upon. 

To take away. 

Everything in proper oder. (p.223) 

(p.280) Undertakingの所

Gamara. Undertaking an affair. 

Deliberating on an undertaking. Taking away. 

Doing.五tfaking.In order to. Should be done. 

(p.210) Ai ganaha? What has that to do with it? What does he want! 

What does he depend on? What is he come for? 
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満機器文語における f取りに（連れに）来るjを意味する動舗について｛平田）

（乾i奪回年［1751］拐刻）

従公之提。

此嘉之物令傘去。

去取。取去。

gana 

ganabumbi 使去取。

gajimbi 掌来［。｝行取

使掌来。gajibumbi 

gajireo 

gaju 科人掌来。

約ji 見了之物叫人掌来。

bu 

0韓詩文鑑

gamambi 

典。給申用予字中矯捜字。又震被字

yaya jaka be gaifi genembi 肇去gajyegada 

ganambi guwa治debisire jaka be gajimbi 取去斜irragada 

gajimbi guwa ba柑ijaka be ubade isibumbi 撃来gajyeoda 

慈匂1 gaju又benjuniyalmai ba叩 mindebu sembi 

使毒装楽gajyeora 0又dago

0Gabelentz, H. C. von der (1864) Sse-schu, Schu-king, Schi-kin嘉

in Mandschuischer U治rse位ungmit einem Mandschu-Deutschhen Worterbuch. 

II. Heft. Worterbuch. Leibzig. 

gamambi einen Platz geben, stellen，註insetzen;bringen, ftihren; mit sich 

nehmen, wegnehmen, erbeuten, gefangen nehmen; bewahren; 

tibergeben, anvertrauen; belegen (mit Strafe) ; bera出schlagen;

beschlieEen, entscheiden; begehren, suchen; unternehmen; 
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vollbringen, das Nothige in einer Sache thun; vermitteln, 

nachgeben; sich herablassen; ohne Grund loben. 

ganambi suchen, holen, abholen; berufen, einladen, citiren; 

aufnehmen, annehmen; wieder erlangen; untersuchen; 

todten. 

ganabumbi holen lassen; annehmen lassen. 

gajimbi bringen，泌len;erobem. 

gajibumbi bringen lassen, holen lassen. 

O'"' xarov, Ivan (1875) Sanktpeterburg. 

gama-mbi; ha, ra, be, de; beru, prinimaju proc '' UilOSl丸山iraju,prjacu; 

otnosu; 認さaju delo, privozu V ispolnenie; UStupaju, slusajus’ soveta; 

izvinjaju, prosゐjuvinu; snisxozu; s怒． sm. faksik総・i

gamambi; 

posel ubrat'' prinjat'. 

ot idu vzjat', prinesti. 

”bumbi; prikazyvaju sxodit’鵠 cem,posylaju vzjat'. 

ha, re, be, de; ot gaimbi; prinosu, podaju sjuda, dostavljaju. 

-bumbi ［蕪しi

-ha booi semejstvo vzjatoe v plen, zalozinki. 

g吋i,sx. g母u,povel. ot: podaj mne! podaj sjuda! prinesi! sx. minde 

sx. gaji, povel. ot: podaj ! prinesi sjuda! 

.2.!!.; povel. ot：回虫色

OHarlez, C. de (1884）旦盟主iちl主性盟翌 mandchoue.Paris. 

Gama-mbi, placer, amener, conduire, emmenぽ， procurer, confier, conferer 

(une place), saisir, traiter, proceおr, agir, entreprend詑， executer,
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i前決i詩文語における「取りに（連れに）来るjを意味する動謡について（平田）

deliberer, decider, desirer: ceder la place, cesser. 

生長出， che帥 er,recueillir: pren古・e,apporter，陀produire,publi侃

[ganambiは無い］

。濡田亨 0937)r満和辞典j京都。
Gamambi 持って行く，取って行く〔12.現送：

Gama 持って行け．取って行け〔12.取送：

Gama bum bi 持って持かせる．持って行かれる〔葉：

Ganambi 取ちに行く〔12.取送：取去〕

Gana 取りに計けな2.取送：使取去〕

Ganabumbi 取りに行かせる〔12.取送：使人取去〕

て来る（12.取送：：襲来〕

Gajibumbi 持って来させる．取り来させる

Gaji 持って来い．取って来い〔12.取送：捜奪来〕

Gaju Gajiに同じ〔12.取送：使撃来〕

G時ireo 持って来てくれょうか．持って来て貰ひ度い

Bu 1.輿へよ．給興せよ〔12.取輿：穫給〕［2.以下略｝

OHauer, Erich (1952-1955）註andwδrterbuch der Mandschusprache. Tokyo-

Hamburg-Wies凶den.

gam制 bi 1 ) wegschaffen; 2 ) einen Pl純総weisen,anordnen, regulieren; 

3 ) bearbeiten, betreiben, verfahren; 4 ) erledigen; 5 ) nachsehen, 

entschuldigen. ［用例略｝

Imperativ von gamambi. 

gお臨むumbi 1 ) wegschaff en lass叩； 2) weggeschafft werden. 

ganambi (gaime十genembi) nehmen gehen, holen. ［用鰐略1

ganabumbi holen !assen. 

gana 

盟加型（gaime十jimbi) (her) bring休日割略｝
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1 ) bringen lassen; 2 ) gebracht werden. 

Imperativ von gajimbi. Dasselbe wie gaju. 

mini etuku gaji bring mein Kleid! ( 6 r満文金瓶棒fl)
Imperativ von gajimbi. 

bringt groEe B民her!( 6 r溝文金瓶梅j])
Z句U

0Cincius, V. I. (1975-1977) Sravnitel'nyj slovar’tungusoィnan’設urskix

jazykov. Materialy k etimologiceskomu slovaりu.Leningrad. 

gaji峨（gaju-Sib ［銭伯諾］) prinosit', dostavljat’； 

0Norman, Jerry (1978〕主主盟豆笠当住生＿！！－Eー盟主！！＿ ！：全店主主： Publications

on Asia of the School of International Studies 32. Seattle-London. 

gamambi 1.給路ke(to如 oth佼 place)

2. to manage, to look after, to deal with, to execute 

(an order), to詑gula給， todispa幼

gamabumbi caus. of gamambi 

一一一一一一一一一
ganambi 1 . to fetch, to go to g成 2.to gather 

斜jimbi(imperative: gaju) to bring, to bring along 

gajibumbi caus. of gajimbi 

g勾i see g勾U

gaju Imperative of gajimbi. 

0挙永樽・霊u景：憲・屈大生（1986)r溝諾語、法j北京

gamambi 傘去，区処

gajimbi 牟来

ganambi 取去，提〈水）

。福田昆之（1987）『満洲語文語辞典』横、浜｛この辞書の［G］は f瀧文金瓶

梅J]

gamambi 〔動J(1）持って行く c 持参する。（2）連行する。連れて行く。運ん
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i需洲語文語における f取りに（連れに）来るJを意味する動認について（平田）

で行く。ひきつれる。たずさえる。（3）呼びにくるc 案内する。（4）処理す

る。改りはからう苧（別に）処する。（5）執務するくu［上原久満和に

~い語のメモ｝〉。 る。（6）調停する。解決する。（7）調査する。検

る。［用劉略｝

gama gamambiの意志形。［G19lla]

gamabumbi 〔動J(1）持って行かせる。連れて行かせる。（2）持去られる。

られる。 ｛用例埼｝

ganambi （動〕［取去］。取りに行く。もらいに行く［Gl604a］。呼び容せ

る。｛用例略｝

gana gan銅版の意志形。

gajimbi 〔勤J(1）持ってくる。持参する。 くるむ連れにくる。（2）ひ

ったてる。（3）もたらす。（4）返してもらう。（叫（馬を） i3 iく。［用例略｝

gajibumbi 〔動〕（1）持って来させる。 させる。 させる。（2）持

参される0 ［用例略］

gaji ココgaju. gaimbi [gajimbi？】の意志形。 [G1915b］む返せ

[Gl919a] 

gajimbiの意志形。［用調略l

bu (l)bumbiの意志影。［（2）以下略｝

0鶴厚生・関克笑・沈徴・牛建強（1988)r簡明満濃辞典』湾南大学出張社
Gamambi 〔動〕 φ傘去②従板。区処

一一… gidambi

Ganame gaimbi [gaim掛かと思われるものの競り しい］行取

gajimbi 召至

[gajimbiの見出項目は無い｝

0 f漢錫簡明対照認典j(198号）烏魯木斉新謹人民出版社

｛漢詩5！きなので思いつくままにi英語をきiいてみたが，以下のもの位しか得ら

れなかった。 f溝文金瓶梅』に「取ちに（連れに）来る」の意味でよく出てく
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る「来取J

行取

［来接」

gan 

ganamb i 

去寂 gana 

gamambi, gama 

gajimbi, gaji 

。山本謙吾（1969)

自は無い｝

｛音声記号略］

Garnθma もっていく.to C紅ryoff, to take along. 

文： gama蜘例： tiucivumδGarnδci’oj従δqu

Gan知的議乃に行く．匂 gofor something. 文： gana幅

G時δmθ（8),Gajimδ（6) （いって）もってくる， tobring, to fetch. 

文：剖i雌

関： Gaja'ee（とってこい，もってこい） ; G吋imδgenδmθ 〈（物を）とり

に行く） ; genθmδ～（ニコGajim引くいってもってくる〉

0Kaluzynski, S. (1977) Die Sprache des mandschurischen Stammes Sibe 

der Gegend von まuldscha.Warszawa. 

‘wegscha世？en,betreiben, bearbeiten, erledigen, mitnehmen’ 

（抑制m),gaι(11）‘bringen, herbringen, holen'; 

必主 'bring! bri叩 t！’
。李暫蘭・持謙・主慶豊 (1984）『錫f自語口語研究i

［／／の中は文語形であるが，緩字を一般の7Bに改めた｝

Garnεm /gamambi/ 

Gazhim /gajimbi/ 

Gazhivem / gajibumbi/ 
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〈早田）満開語文語における「取りぷ（連れに）来るj

多cometo get’ 

HAY ATA, Teruhiro 

'to take (away）’， 

have been only 

On a classic Manchu verb meaning 

The four semantically correlated Manchu verbs meaning 

'to bring (along）’， and 'to come to ‘to go to get', 

and present, Chinese 

Although the Manchu verbs correspondi時 to也osein ( 1) below are cited as in 

(2), the last verb, meaning るtocome to get', is not given. 

foreign. and past dictionaries in cited incompletely 

come go 、、J
r
e

T
aム
，，，aze
色、、

bring (along) take (away) 'get and' 

'in order to get' come to get go to get 

g句トgama-(2) 

ヲ

Only one dictionary gives a citation, though incomplete, concerning註1efourth 

verb. Fukuda’s Manchu-Japanese Dictionary (1987) refers to g可ト as‘to come 

to get or call for a person or people’， in addition to 'to bring' . All foreign 

dictio脱出 referto both gaju and gaji as the imperative forms of the verb 

gajト‘tobring'. 

The present author shows, based on the many uses of these words, especially 

gana司

（艶恒三 isthe infinitive of ~~ and ji: is a verb meaning 

gajibu, gaju, and gaji, in the Manchu version of Gin制ping引1ei

Golden Lotus），白紙 thβfourthverb in (2) is gaji、i.e., gaji2-, in 
contrast to gaji 1－冶 bring’asin (3) ; that the causative form gaji協 and出e
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imperative form gaju also should be divided into gajibui-and 鰐ibu2-,and 

gaju1 and g可u2,respectively; and that g持imeaning ‘give me, I want’is, at 

least synchronically, not an imperative form of gaji～lacki時 thedistintion 

between 官民ji1and *gaji2. 

(3) 

Occurrences of 'to come to get’are not rare, but far fewer註ianthose 

of gajiγ ‘to bring'. Distinguishing between the two, gaji1-and gaji2-, is not 

difficult, but possible only from the context. 
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